
３ やまがた緑環境税に関するアンケート結果 

 

 

＜調査の概要＞ 

１ 対象：県内在住の 20 歳以上の男女 

２ 期間：平成 27 年５月下旬～６月中旬 

３ 回答： 1,773 名 

問１ やまがた緑環境税制度が平成 19 年４月からスタートしましたが、あなたは「やまがた緑環境税」

や税の趣旨について知っていましたか。（１つ選択） 

 

 

問２ 県民みんなで支える森づくりのために、あなたは、どのようなことに参加・協力したいと思いま

すか。（３つまで選択） 

 

 

① 負担していることやその趣旨を知っていた

② 負担していることは知っていたが、趣旨は知らなかった

③ 負担していることも趣旨も知らなかった

④ 無回答

認知度

24.5%

20.6%

52.8%

2.0%

負担していることやその
趣旨を知っていた

負担していることは知っ
ていたが、趣旨は知ら
なかった

負担していることも趣
旨も知らなかった

無回答

①
植樹祭などのイベントに参加したり、⾝近な県⺠の森などで⾃然
に触れることにより森林に親しみ、その働きを学びたい

②
県産材を使った木製品やペレットストーブを使うなど、県産木材
資源の活⽤に協⼒したい

③
森林や⾃然環境の⼤切さを伝える、⾃然環境教育などのボラン
ティア活動に協⼒したい

④
植林や枝打ち、下刈りなどの森の⼿⼊れ森林パトロールなど森林
環境保全のためのボランティア活動に参加したい

⑤ その他

⑥ 特に参加・協⼒したいと思うことはない

⑦ わからない

⑧ 無回答

参加協⼒したいこと 33.3%
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◆調査対象：県政アンケート 



 

問３ やまがた緑環境税を活用して森づくりを進めるにあたって、あなたは、どのような取組みが重要

だと思いますか。（３つまで選択） 

 

 

 

①
荒廃が進んでいる⾥⼭などの森林を環境保全機能の⾼い森林へ再
生する取組み

②
将来に渡って森林を守り育てるため、管理放棄をした森林所有者
に代わって森林組合などが管理を⾏う仕組みづくり

③
森林内に放置されている未利⽤木材を熱エネルギー源などに有効
利⽤し、資源の循環利⽤を進める取組み

④
森づくり体験や⾃然観察会などの体験型・参加型のイベントの開
催による、県⺠と森や⾃然環境との触れあいの機会の拡⼤

⑤
⾝近な生活空間に木を積極的に利⽤し、県⺠が木と触れ合える機
会を増やす取組み

⑥
森林ボランティアなどによる森づくりや⾃然環境の保全活動など
の活性化の推進

⑦
森づくりに対する県⺠の理解を深めるため、森林を学び森林に親
しむための講座などの開催

⑧ その他

⑨ わからない

⑩ 無回答

重要な取組み
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